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同じ過ちを繰り返さないために

　昨年12月に、新型コロナウイルス感染症の発
生が報告されて以降、世界各地で感染が拡大し、
３月11日にＷＨＯ(世界保健機関)はパンデミック
(疫病の世界的大流行)を宣言しました。
　国内でも新型コロナウイルスの感染が拡大する
中、感染者やその家族、医療従事者に対する差別
的な扱い、さらには憶測によるデマや誤った情報
の拡散、個人や企業への誹謗中傷などが起きてい
ます。感染するリスクは誰にでもあり、決して他
人事ではありません。ましてや根拠のない情報が
拡散され、そのことによる偏見や差別などの人権
侵害は決して許されるものではありません。
　今から97年前の関東大震災の時、経験したこ
とのない災害による混乱や不安と、もともと人々
の中にあった差別意識などによってデマが流さ
れ、命まで奪われるといった事件が起きました。
これはあくまでも一例ですが、私たちは同じ過ち

を繰り返さないために、あらためて歴史の事実か
ら学びながら、今一度立ち止まって、今日の状況
を振り返る必要もあるのではないでしょうか。
　市や県、法務局では人権相談を受け付けていま
す。一人で悩まずに、まずはご相談ください。

　ハンセン病問題で起こして
しまった過ちと同じような道
のりを、私たちは歩んではい
ないだろうか。新型コロナウ
イルスの感染が広まる中、誹

謗中傷や差別的行為が起きている現実を目の当たり
にし、そう感じています。
　ハンセン病回復者に話を聞く中で「差別するのは
人間だけだ」という言葉を耳にし、ショックを受け
た一方「人間だからこそできることがある」という
思いも持ちました。それは「差別をなくしていくた
めに力を尽くす」ということ。
　今、ＳＮＳ上などで新型コロナウイルス感染者や
その家族が、個人情報を拡散されたり誹謗中傷を受
けたりしている状況があります。かつてハンセン病
患者の収容を目指した「無らい県運動」が進めら
れ、一般市民から患者の居場所が当局に通報され療
養所へ送り込まれた歴史がありました。それと重な
るものを感じます。感染への不安や恐怖心が、予防
という枠を超えて、感染者はもとよりその家族まで
排除しようとする行動につながっているのではない
でしょうか。

　いじめや村八分、家族との別れなど筆舌に尽くし
がたい経験を持つ回復者の皆さんは、口をそろえて
言います。「ハンセン病問題だけでなく、社会の中
のさまざまな差別がなくなってほしい」と。その言
葉を、今こそかみしめたいと思います。
　ハンセン病の取材に携わって19年。今では「ハン
セン病回復者の〇〇さん」ではなく「三重の大先輩
である〇〇さん」「親のような〇〇さん」に会いに
行っている自分を感じます。優しさ、心の広さ、人
間の深さに惹かれて…。
　「回復者の皆さんを苦しめてきたのは何なんだ」
という思いが、私を取材に向かわせてきました。
　“ハンセン病”を通して私が向き合ってきたのは“人
間”でした。一方、新型コロナウイルスに関わる誹
謗中傷も、打ち込む先はスマホやパソコンであって
も、その向こうにはそれを目にして悲しむ“人”がい
るのです。それは、誰かの最愛の家族や友人かもし
れません。
　私は、多くの人たちが社会の中で起こる問題を自
分ごととして捉え、差別をなくすために何ができる
のかを考えてもらえるよう、これからも報道活動を
続けていきたいと考えています。
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